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する。このような結末をむかえることを O’Connor は主人公が ‘Grace (恩
寵)を受け入れた’ (Mystery and Manners 115、以後 MM) 結果であり、  こ
の恩寵を受け入れるまでの過程を作品の礎となるものとして重要視してい




O’Connor は、“I have written several stories which did not seem to me
to have any grotesque characters in them at all, but which have immedi-
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では南部作家として表現する manner とは何であろう。O’Connor の
主張する manner とは彼女が否定しているグロテスクな表現のことをさ
すのではなく、Christianity のことを意味する。作家のもつキリスト教信
仰が作品の manner となるのである。作品を書くにあたって O’Connor
は次のように考えている。
I see from the standpoint of Christian orthodoxy. This means that for
me the meaning of life is centered in our Redemption by Christ and
what I see in the world I see in its relation to that. I don’t think that
this is a position that can be taken halfway or one that is particularly
easy in these times to make transparent in fiction. (32)
Redemption を作品中に表現することが彼女の目的であり、南部作家の
manner なのである。作品中の登場人物がこの Redemption を受けるとい













O’Connor が重要視している Redemption や Grace がもたらされている
のかは疑問である。Redemption の意味を Oxford Dictionary of English









要視している manner や Redemption、 Grace について見直していく。






(The Complete Stories 490–1、以後 CS)、普段からこうした偏見を持つこと
が夫人にとっての習慣であることが推測される。
Sometimes at night when she couldn’t go to sleep, Mrs. Turpin would
occupy herself with the question of who she would have chosen to be
if she couldn’t have been herself. If Jesus had said to her before he
made her, [ . . . ]. “All right, make me a nigger then — but that don’t
mean a trashy one.” And he would have made her a neat clean
respectable Negro woman, herself but black. (CS 491)
この空想の習慣はさらに階級づけにまで発展する。最下層は colored
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れる。“We found enough niggers to pick our cotton this year [ . . . ]. ‘I
sure am tired of buttering up niggers, but you got to love [th]em if you
want [th]em to work for you’” (494) と待合室の中で話をし、さらに、
“they’re going to stay here [the United States] where they can go to New
York and marry white folks and improve their color. That’s what they all
want to do, every one of them, improve their color” (496) と偏見に満ち
た発言をしている。要は話し出したら止まらない、話し好きの女性なので







読者と同じく Mary Grace は夫人の傲慢さを見透かしていたかのような
存在で、彼女は夫人を攻撃するのである。Mary Grace の ‘Grace’ は恩
寵を意味する ‘Grace’ と異しくも同じ綴りである。夫人は Redemption



























Grace であり、彼は Redemption をむかえたととらえることができる。  恩
寵がもたらされる状況というのは、必ずしも幸福感とともにもたらされる
ものではないと作者は示しているのだ。この 2つの作品を考察していくと、
Redemption や Grace は evil の出現によってもたらされると言える。
このように evil が Grace をもたらすものであるとするなら、“The Lame
Shall Enter First” に登場する Rufus は典型的な evil と言えよう。妻を亡







IQ の高い Rufus の知的好奇心をくすぐり、一般家庭にとけこませるこ
とで彼を更生させ、なおかつ息子に良い影響をあたえるという計画は間




Sheppard が息子 Norton との親子関係に悩んでいることに Rufus は気
づいたので、彼は Norton に今すぐ死ねば死んだ母親に会うことができ
るとそそのかし (CS 462–3)、Sheppard を苦しめることをしはじめる。  警
察に捕まるためにわざと他人の家に侵入したり (CS 464–5)、万引きをす
る (CS 476)。自分のことをイエスのように思い込んでいる Sheppard に
彼は悪事を働くことで、これでも許すことができるのかと試しているので
ある。このことから Rufus が備えている evil は先にあげた作品に登場す
る Turpin 夫人の innocent evil や Fortune 老人の selfish evil とは違う、
計画的、慎重な intellectual evil であることがわかる。
こうした Rufus の心理的暴力によって追い詰められ、善意と思ってな
していたことが全て無駄になった Sheppard は自分の思い上がりに気づく。
この時点で Sheppard は Redemption と Grace を受けたといえる。たと
えその後に待っているのが、自殺による息子の不在だとしても。無神論者
の父親と信心深い息子という対極にある二人が evil を象徴する Rufus に
よって、それぞれの Grace をむかえた結果といえる。
evil がもたらす作品の本質




We hear many complaints about the prevalence of violence in modern
fiction, and it is always assumed that this violence is a bad thing and
meant to be an end itself. With the serious writer, violence is never an
end in itself. It is the extreme situation that best reveals what we are
essentially, and I believe these are times when writers are more
interested in what we are essentially than in the tenor of our daily lives.
Violence is a force which can be used for good or evil, and among




である。そして、O’Connor 自身も悪が思いもかけず Grace をもたらし
ていることに気づいている (MM 118)。Redemption をむかえる手段とし
て暴力や evil が効果的なのである。
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